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現在施工中である（仮称）製造棟増築工事は、
株式会社 日立ハイテクノロジーズ様より
２０１６年３月に受注を頂きました。
（大牟田地区は２０１６年９月１日設立の新会
社：株式会社 日立ハイテク九州様へ移管）

当該増築棟は、医療機器の製造増強をＢＣＰ
の一環として、鉄骨造５階建て延べ床面積約
８，０００㎡、軒高２０ｍ超の建物であり、基
本設計時より建設コスト抑制・周辺環境・建築
設備の効率化を念頭に参画させて頂きました。

医療機器の製造を増強

株式会社 日立ハイテクノロジーズ様向け
（仮称）製造棟増築工事

杭及び基礎工事期間中は、梅雨時期・九州豪
雨と重なり、雨天での作業中止も余儀なくされ
日程調整に大変苦労いたしました。また夏季の
鉄骨組立期間は猛暑時期と重なりましたが、暑
熱対策として、早朝より工事開始時間設定を行
うなど、工事遅延ロスを最小限にするよう、計
画実施してきました。

今後は、設備・電気工事も入り工事が錯綜い
たしますが、工程調整を確実に行い２０１７年
３月末の完工・引き渡しに向けて、安全最優先設備の効率化を念頭に参画させて頂きました。

２０１６年６月１日には起工式が執り行われ、
杭工事に着工、 ９月末で本体鉄骨建て方がほ
ぼ完了いたしました。

発 電 機
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の豊富な実績と卓越した技術が広い
分野で極めて高い評価を得ています。

３月末の完工・引き渡しに向けて、安全最優先
で無災害を継続し、品質面でもお客様に満足し
て頂けるよう、スタッフ一同力を合わせてがん
ばって参ります。

製造棟増築工事風景



地鎮祭の様子

製煉所内
現場事務所

国際会議

「Ｃｏｐｐｅｒ ２０１６」開催

兵庫県神戸市にてアジア地域初開催

「Ｃｏｐｐｅｒ ２０１６」は、１９８７
年に第１回目がチリで開催されて以来、３
年毎にカナダ、米国、ドイツなど各国で開
催される国際会議であり、第９回目となる
今回は、兵庫県神戸市の神戸国際会議場に
おいて資源・素材学会が主催者となり日本
鉱業協会の共催で開催されました。
アジア地域では初めての開催となり、
１１月１４日～１６日の３日間開催され、
世界３４カ国から延べ７２０名以上の産官
学の技術者、研究者、関係者が参加しまし
た。

 

MESCO製ロボット型 銅剝ぎ取り機
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「Ｃｏｐｐｅｒ ２０１６」は、私達の生
活に不可欠な材料である銅産業の持続可能な
開発、銅産業が世界経済と環境の持続可能な
発展に貢献することについて、２１世紀の銅
産業の継続的な発展の可能性を示しました。
また業界、学界、政府の専門家が集まり、

最新の意見を交換、情報を共有し、地域社会
のつながりを強化する場となりました。

一般講演では、地質・探査、採鉱、選鉱、
乾式製錬、湿式製錬等、１１項目に分かれ
国内外の各界リーダーらによる約３００に
及ぶ講演が行われ、日本国内リーダーの講
演では環境技術、リサイクル技術等、最先
端の技術力を世界に発信しました。

関係企業の展示ブースはＭＥＳＣＯも含
め３５社の出展となり、自社活動を紹介し
ました。
弊社は展示ブースにて銅製錬業界でのプ

ラント施工、自動機械の実績を展示し、お
越し頂いたお客様より沢山の反響を頂くこ
とができました。
これも一重に、ブースへ足を運んでいた

だいた全てのお客様のお陰と、営業部員一
同、心より感謝しております。
これからもＭＥＳＣＯは、非鉄製錬業界

におけるエンジニアリング実績を活かし、
幅広い業界において活躍してまいります。

電解銅板

MESCO出展ブース



世界各地で活躍する

製 各種製錬設備

独自技術ならびに品質にて定評のある
ＭＥＳＣＯの銅、亜鉛の電解工場向け自動
ハンドリング設備は、日本国内のお客様の
みならず世界中のユーザーに続々と納入さ
れ稼動しております。

最近の納入先としましては中国の雲南銅
業殿、カザフスタンの Ｋａｚｚｉｎｃ殿、
米国の Ｎｏｒｄ Ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ殿、
中国の株州冶錬殿ならびに紫金有色金属殿、
またアフリカ諸国の鉱山会社等が含まれま
す。
また、設備の納入に際しては、現地での

据付、ならびに試運転調整のための指導、
現地スタッフへのトレーニングが必須であ
り、現地でのスムーズなプロジェクト遂
行・立上の支援のため、世界各地でＭＥＳ
ＣＯの経験豊富な技術者が派遣され活躍し
ております。

技術的な面だけではなく、それぞれ固有
の習慣や環境にも適応しながら、本来の目
的であるプロジェクト業務を遂行し、お客
様に貢献し、高い評価を受けております。
今後もＭＥＳＣＯは，その技術で顧客の

厳しいニーズに応える設備の開発に励んで
参ります。

銅剝取機（中国）

アフターフォローも充実 現地派遣指導員
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－40℃の過酷な環境に
もめげず活躍する技術者

現地ｽﾀｯﾌと間違えられ中国語
で話しかけられることも多い当
社技術者

ております。 参ります。

アノード矯正機（カザフスタン）



２０１７年 社長年頭挨拶

あけましておめでとうございます。
２０１７年の年頭にあたり、ひとことご挨拶
を申し上げます。
まず当社の２０１６年度の業績見通しです

が、東証２部に上場した２０００年度以降で
ＢＥＳＴ５に入る業績は残せそうな状況では
あるものの、原計画から乖離した内容もあり、
昨年初めに設定した３ケ年中期計画のスター
トの年度としては若干課題が残る結果になろ
うかと考えております。今年度の残り３ケ月、
次年度に繋げて行けるよう取り組んで参りま
す。
さて昨年は、国内においては熊本震災や博

多の道路陥没、糸魚川の大火災といった事故
災害が多発し、海外においては米・韓・比・
緬における政治変動や中東の紛争激化、英国
のＥＵ離脱、パナマ文書公開といったビッグ
な出来事が発生しました。一年を表す漢字と
してリオのオリンピックの金メダルラッシュ
等を踏まえて「金」が選ばれましたが、見方
を変えると「緊」の一年であったとも言える
と思います。

代表取締役社長 荒木 潤一

そして今年はトランプ新政権の始動もあり、
おそらく「銅」ならぬ「動」の１年になるの
ではないかと予想しております。
そういった中にあっても、ＭＥＳＣＯは自
社の経営理念のひとつである「お客様第一」
を基軸に据え、弊社がもつ最高の技術とサー
ビスをご提供し続け、お客様にとってより有
益な設備企画とｒｅａｓｏｎａｂｌｅな投資
額、および投資機会を失しない納期の実現を
推し進めて参る所存ですので、益々のご愛顧
とより一層のご支援のほど宜しくお願い申し
上げます。
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と思います。
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国内営業部員紹介
２０１６年９月入社

国内営業部へ配属されま
した、今（こん）と申し
ます。
前職はバルブメーカに

勤務しており、その経験
を生かし、お客様に最適
な提案をご案内できるよ
う、日々精進して参りま
す。よろしくお願いしま
す。

今号に記載しましたＣｏｐｐｅｒ ２０１６に、海外の
銅製錬関係者が数多く来場されました。
講演の中で、今後２０２０年に向けて銅価（ＬＭＥ）
は上昇していくとの予想がありました。
ＭＥＳＣＯのお客様は銅製錬関連が多く、今後、設備
投資が活発になることを期待しております。
また、東京オリンピックまで３年となり、国内の経済
が活性化し、弊社の様々な分野のお客様の設備のご支援
ができることを期待しております。
今後ともＭＥＳＣＯをご支援のほど、よろしくお願い
いたします。

国内営業部 部長 木村 聡一郎

あ と が き

上げます。


